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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音発生装置と、電源装置と、前記電源装置から出力される電源が入力されるとともに遊
技状態に応じた信号が入力され、前記入力された信号に対応する音を前記音発生装置から
発生させるための音駆動信号を前記音発生装置に出力する制御装置と、前記電源装置が配
設される電源基板と、前記制御装置が配設される制御基板を備える遊技機であって、
　前記制御装置は、制御回路と、音信号出力回路と、電圧制御回路と、音駆動信号出力回
路を有しており、
　　前記制御回路は、前記入力された信号に対応する音制御信号を出力し、
　　前記音信号出力回路は、前記制御回路から出力される音制御信号に対応する音信号を
前記音発生装置に出力し、
　　前記電圧制御回路は、前記電源装置から出力される電源が入力され、前記音信号出力
回路から出力される音信号に対応する電圧を有する電源を出力し、
　　前記音駆動信号出力回路は、前記電圧制御回路から出力される電源が入力され、前記
音信号出力回路から出力される音信号に対応する音駆動信号を出力することを特徴とする
遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機であって、
　前記音駆動信号出力回路は、前記音駆動信号を出力する出力素子を有し、
　前記電圧制御回路は、前記音駆動信号出力回路の出力素子の両端電圧を設定電圧に制御
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する電圧を有する電源を出力することを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の遊技機であって、前記電圧制御回路は、前記音駆動信号出力
回路から出力される音駆動信号に対応する電圧を有する電源を出力することを特徴とする
遊技機。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の遊技機であって、
　光を発生する光発生装置を備え、前記制御装置は、光駆動信号出力回路を有しており、
　前記制御回路は、前記入力された信号に対応する光制御信号を出力し、
　前記光駆動信号出力回路は、前記電源装置から出力される電源が入力され、前記制御回
路から出力される光制御信号に基づいて、前記光発生装置から光を発生させるための光駆
動信号を前記光発生装置に出力することを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関し、特に、遊技機に用いられている電源基板からの発熱量を低減
する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機には、遊技状態に応じた演出を行うための演出装置が設けられて
いる。例えば、音による演出を行うためのスピーカが設けられている。
　スピーカは、音制御装置により制御される。音制御装置は、音制御回路、音源ＩＣ、ア
ンプ（増幅器）等によって構成されている。音制御回路は、遊技機全体を制御する主制御
回路から出力される主コマンド信号（例えば、音コマンド信号）に対応する音制御信号を
音源ＩＣに出力する。音源ＩＣは、音制御回路から出力された音制御信号に対応する音信
号を出力する。アンプは、電源を音信号に対応する出力波形を有する音駆動信号に変換し
てスピーカに出力する。
　通常、遊技機には、各電気負荷に電源を供給する電源装置が設けられている。電源装置
としては、例えば、ＡＣ２４Ｖの電源をＤＣ３４Ｖ、ＤＣ１２Ｖ、ＤＣ５Ｖ等の電源に変
換する電源装置が用いられている。音制御装置のアンプには、この電源装置からＤＣ１２
Ｖの電源が供給されている。
　従来、音制御装置のアンプとしてＡ級アンプやＢ級アンプが用いられている。
　しかしながら、Ａ級アンプやＢ級アンプは、損失が多い。このため、電源基板から音制
御装置に供給する電力量が多くなり、電源基板での発熱量が多くなる。
　なお、アンプでの損失を低減するために、Ｄ級アンプを音制御基板に設けた遊技機が提
案されている。（特許文献１参照）
【特許文献１】特開２００２－３５５４２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　近年、音による演出効果を高めるために、スピーカのマルチチャンネル化や高出力化に
対する要望が多い。一方、スピーカをマルチチャンネル化や高出力化するにともなって、
スピーカの消費電力が増加し、電源装置の大容量化が必要となる。電源装置が大容量にな
ると、コストの上昇は勿論であるが、電源基板からの発熱による遊技機内での温度上昇に
対する対策が重要となる。
　電源装置の容量を低減する方法として、特許文献１に記載されているような、Ｄ級アン
プを用いることが考えられる。しかしながら、Ｄ級アンプを用いる方法では、電源装置の
容量を低減するには限界がある。また、Ｄ級アンプは高周波のスイッチングノイズを発生
するため、ノイズ対策を講ずる必要がある。
　本発明は、このような点に鑑みて創案されたものであり、本発明が解決しようとする課
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題は、電源装置の容量を効果的に低減した遊技機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１発明は、請求項１に記載されたとおりの遊技機である。
　請求項１に記載の遊技機は、
　音発生装置と、電源装置と、前記電源装置から出力される電源が入力されるとともに遊
技状態に応じた信号が入力され、前記入力された信号に対応する音を前記音発生装置から
発生させるための音駆動信号を前記音発生装置に出力する制御装置と、前記電源装置が配
設される電源基板と、前記制御装置が配設される制御基板を備える遊技機であって、
　前記制御装置は、制御回路と、音信号出力回路と、電圧制御回路と、音駆動信号出力回
路を有しており、
　　前記制御回路は、前記入力された信号に対応する音制御信号を出力し、
　　前記音信号出力回路は、前記制御回路から出力される音制御信号に対応する音信号を
前記音発生装置に出力し、
　　前記電圧制御回路は、前記電源装置から出力される電源が入力され、前記音信号出力
回路から出力される音信号に対応する電圧を有する電源を出力し、
　　前記音駆動信号出力回路は、前記電圧制御回路から出力される電源が入力され、前記
音信号出力回路から出力される音信号に対応する音駆動信号を出力することを特徴とする
。
　「制御回路」としては、例えば、主制御回路から出力される主コマンド信号（遊技状態
に対応する信号）が入力され、主コマンド信号に対応する音制御信号を出力する副制御回
路や音制御回路が用いられる。
　「電源装置」は、音発生装置を駆動可能な電圧を有する電源（例えば、ＤＣ１２Ｖ電源
）を出力可能であればよく、種々の構成を有する電源装置を用いることができる。
　「音信号」としては、音発生装置から発生させる音の波形に対応する波形を有する信号
が用いられる。音信号は、音源ＩＣ等から出力される。
　「音駆動信号出力回路」は、音信号に対応する波形を有する音駆動信号を出力可能であ
ればよく、種々の構成を有する音駆動信号出力回路を用いることできる。音駆動信号出力
回路としては、２個の出力素子を直列に接続したプッシュプル構成や、４個の出力素子を
ブリッジ接続したＢＴＬ(balanced　transformer-less)構成の音駆動信号出力回路を用い
ることができる。典型的には、出力素子としてトランジスタやＦＥＴ等の電力増幅素子が
用いられ、電力増幅素子の入力端子に電圧制御回路から出力される電源が入力され、電力
増幅素子の制御信号入力端子に音信号あるいは電力増幅素子の出力端子から出力される音
駆動信号と音信号との差信号が入力され、電力増幅素子の出力端子に音信号に対応する波
形を有する音駆動信号が出力される。
　「電圧制御回路」としては、音信号の振幅に応じた電圧を有する電源、例えば、音信号
の振幅に設定値を加算した値に対応する電圧を有する電源を出力可能であればよい。好適
には、スイッチング・レギュレータが用いられる。電圧制御回路は、音駆動信号出力回路
を構成する出力素子毎に設けてもよいし、複数の出力素子に対して共通に設けてもよい。
　請求項１に記載の遊技機を用いれば、制御基板や電源基板からの発熱量を低減すること
ができる。
　第２発明は、請求項２に記載されたとおりの遊技機である。
　請求項２に記載の遊技機は、請求項１に記載の遊技機であって、前記音駆動信号出力回
路は、前記音駆動信号を出力する出力素子を有し、前記電圧制御回路は、前記音駆動信号
出力回路の出力素子の両端電圧を設定電圧に制御する電圧を有する電源を出力することを
特徴とする。
　請求項２に記載の遊技機を用いれば、音駆動信号出力回路の損失を効果的に低減するこ
とができる。
　第３発明は、請求項３に記載されたとおりの遊技機である。
　請求項３に記載の遊技機は、請求項１または２に記載の遊技機であって、前記電圧制御



(4) JP 4457387 B2 2010.4.28

10

20

30

40

50

回路は、前記音駆動信号出力回路から出力される音駆動信号に対応する電圧を有する電源
を出力することを特徴とする。
　請求項３に記載の遊技機を用いれば、電圧制御の応答特性を高めることができる。
　第４発明は、請求項４に記載されたとおりの遊技機である。
　請求項４に記載の遊技機は、請求項１～３のいずれかに記載の遊技機であって、光を発
生する光発生装置を備え、前記制御装置は、光駆動信号出力回路を有しており、前記制御
回路は、前記入力された信号に対応する光制御信号を出力し、前記光駆動信号出力回路は
、前記電源装置から出力される電源が入力され、前記制御回路から出力される光制御信号
に基づいて、前記光発生装置から光を発生させるための光駆動信号を前記光発生装置に出
力することを特徴とする。
　請求項４に記載の遊技機を用いれば、音制御装置と光制御装置を構成する回路を共通の
副制御基板に配設する際に、発熱やノイズに対する対策を講ずる必要がないため、副制御
基板を小型化することができる。
　近年、制御基板の数を低減するために、音制御装置と光制御装置を共通の副制御基板に
配設することが要望されている。また、副制御基板として、高価な多層構造の制御基板の
使用が要望されている。請求項４に記載の遊技機を用いることにより、このような要望に
十分対応することができる。
【発明の効果】
【０００５】
　請求項１～４に記載の遊技機では、音信号に応じた電圧を有する電源を出力する電圧制
御回路を制御基板に配設している。これにより、一定電圧を有する電源を音駆動信号出力
回路に入力する場合に比べて、音駆動信号出力回路での損失を低減することができる。し
たがって、制御基板からの発熱量も低減することができる。
　また、制御基板に配設されている音駆動信号出力回路での損失を低減するために設けら
れた電圧制御回路での損失も小さいため、電源基板に配設されている電源装置から音駆動
装置を駆動するのに必要な電力量を効果的に低減することができ、電源装置が配設されて
いる電源基板からの発熱量も効果的に低減することができる。
　さらに、音駆動信号出力回路は音信号に対応する音駆動信号を出力しているため、電圧
制御回路としてスイッチング・レギュレータが用いられる場合でも、スイッチングノイズ
は音駆動信号出力回路によって減衰する。したがって、Ｄ級アンプのように、スイッチン
グノイズに対する対策を講ずる必要がない。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下に、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。
　本発明の一実施の形態の概略構成図を図１に示す。本実施の形態は、本発明をパチンコ
機として構成したものである。
　本実施の形態は、電源基板１１０、賞球制御基板１２０、主制御基板１３０、副制御基
板１４０、表示制御基板１６０等を備えている。
【０００７】
　電源基板１１０には、電圧変換回路１１１等が配設されている。電圧変換回路１１１は
、分電基板から出力されるＡＣ２４Ｖ電源を、各電気負荷を作動させるための電源、例え
ば、ＤＣ３４Ｖ電源、ＤＣ１２Ｖ電源、ＤＣ５Ｖ電源に変換して出力する。電圧変換回路
１１１で変換されたＤＣ３４Ｖ電源、ＤＣ１２Ｖ電源、ＤＣ５Ｖ電源は、図１に示す順に
、賞球制御基板１２０、主制御基板１３０、副制御基板１４０、表示制御基板１６０に配
設されている３４Ｖ負荷（ソレノイドやランプ等）、１２Ｖ負荷（センサやスピーカ等）
、５Ｖ負荷（制御回路等）に供給される。
　賞球制御基板１２０には、賞球制御回路１２５等が配設されている。賞球制御回路１２
５は、主制御回路１３５から出力される主コマンド信号（賞球コマンド信号）に基づいて
賞球装置（図示省略）を制御する。
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　主制御基板１３０には、主制御回路１３５等が配設されている。主制御回路１３５は、
入力信号（遊技球が入賞始動口に入球したことを示す始動球検出信号、遊技球が入賞口に
入球したことを示す入賞球検出信号等）と記憶回路（図示省略）に記憶されている制御プ
ログラムや各種の乱数発生プログラムに基づいて、主コマンド信号（賞球コマンド信号、
抽選結果情報、抽選結果を表示する変動時間情報等）や制御信号（大入賞口を開閉する開
閉部材を駆動する開閉部材制御信号）を出力する。
【０００８】
　副制御基板１４０には、電圧制御回路１４４、副制御回路１４５、音源ＩＣ１４６、ア
ンプ１４７、ランプ駆動回路１５１等が配設されている。
　副制御回路１４５は、主制御回路から出力される主コマンド信号（抽選結果情報や変動
時間情報等）と記憶回路（図示省略）に記憶されている制御プログラムや各種の乱数発生
プログラムに基づいて、副コマンド信号（図柄情報や変動パターン情報等）を表示制御回
路１６５に出力する。また、変動パターンに応じた音による演出を行うための音制御信号
を音源ＩＣ１４６に出力するとともに、変動パターンに応じた光による演出を行うための
光制御信号をランプ制御回路１５１に出力する。主制御回路から出力される主コマンド信
号は、遊技状態に応じた信号である。
　音源ＩＣ１４６は、入力された音制御信号に対応する音信号をアンプ１４７に出力する
。アンプ１４６は、電圧制御回路１４４から出力される電源が入力され、音信号に対応す
る振幅を有する音駆動信号をスピーカ１４８に出力する。電圧制御回路１４４及びアンプ
１４７の構成及び動作については後述する。
　ランプ駆動回路１５１は、ＤＣ３４Ｖ電源あるいはＤＣ１２Ｖ電源が入力され、光制御
信号に基づいて、変動パターンに応じた光による演出を行うための光駆動信号をランプ１
５２に出力する。
　表示制御回路１６０には、表示制御回路１６５、液晶表示装置駆動回路１６６等が配設
されている。表示制御回路１６５は、入力された副コマンド信号（図柄情報や変動パター
ン情報等）に基づいて、表示制御信号を液晶表示装置駆動回路１６６に出力する。液晶表
示装置駆動回路１６６は、入力された表示制御信号に基づいて、所定の図柄を所定の変動
パターンで表示する画像情報を液晶表示装置１６７に出力する。
【０００９】
　本実施の形態では、電圧変換回路１１１が本発明の「電源装置」に対応し、電圧制御回
路１４４が本発明の「電圧制御回路」に対応し、副制御回路１４５が本発明の「制御回路
」に対応し、音源ＩＣ１４６が本発明の「音信号出力回路」に対応し、アンプ１４７が本
発明の「音駆動信号出力回路」に対応し、電源基板１１０が本発明の「電源基板」に対応
し、副制御基板１４０が本発明の「制御基板」に対応し、ランプ制御回路１５１が本発明
の「光駆動信号出力回路」に対応し、スピーカ１４８が本発明の「音発生装置」に対応し
、ランプ１５２が本発明の「光発生装置」に対応する。
　また、電圧制御回路１４４とアンプ１４７によって本発明の「音駆動装置」が構成され
、副制御回路１４５と音源ＩＣ１４６と電圧制御回路１４４とアンプ１４７によって本発
明の「制御装置」が構成され
【００１０】
　次に、電圧制御回路１４４とアンプ１４７により構成される音駆動装置の第１の実施の
形態を図２に示す。
　本実施の形態では、電源端子（入力端子）Ｄ及びＥの間に、異なる種類の２個のトラン
ジスタ（ＮＰＮトランジスタ１１とＰＮＰトランジスタ１２）を直列に接続するとともに
、接続点（出力端子Ａ）にスピーカ１４８を接続した、プッシュプル構成のアンプを用い
ている。
　トランジスタ１１、１２のベース（制御信号入力端子）には、差動増幅器１３の出力端
子が接続されている。差動増幅器１３の非反転入力端子には、音源ＩＣ１４６から出力さ
れる音信号Ｖｉｎが遅延回路１５を介して入力され、反転入力端子には、アンプからスピ
ーカ１４８に出力される音駆動信号Ｖａが、抵抗１４ａ及び１４ｂにより構成される検出
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回路を介して入力される。差動増幅器１３は、非反転入力端子に入力される信号と反転入
力端子に入力される信号との差信号をトランジスタ１１及び１２のベースに出力する。
　これにより、アンプの出力端子Ａから、音信号Ｖｉｎの波形に対応する波形を有する音
駆動信号Ｖａがスピーカ１４８に出力される。
　本実施の形態では、トランジスタ１１、１２、差動増幅器１３、抵抗１４ａ、１４ｂ、
遅延回路１５によってアンプが構成されている。
【００１１】
　トランジスタ１１及び１２のコレクタ（入力端子Ｄ、Ｅ）と電源Ｖｃｃ（例えば、電圧
変換装置１１１から出力されるＤＣ１２Ｖ電源）の間には、それぞれスイッチング・レギ
ュレータ２０ａ、２０ｂが設けられている。このスイッチング・レギュレータ２０ａ、２
０ｂが、図１に示した電圧制御回路１４４に対応する。
　スイッチング・レギュレータ２０ａは、トランジスタ２１ａ（スイッチング素子）、フ
ライホイールダイオード２２ａ、コイル２３ａ、コンデンサ２４ａ、差動増幅器２５ａ、
増幅器２６ａ、半波整流回路２７ａ、基準電圧源等により構成されている。
　音信号Ｖｉｎは、増幅器２６ａで増幅され、半波整流回路２７ａで正相成分（正の成分
）が抽出された後、基準電圧Ｖ１が加算されて差動増幅器２５ａの非反転入力端子に入力
される。差動増幅器２５ａの反転入力端子には、スイッチング・レギュレータ２０ａの出
力電圧（入力端子Ｄの電圧Ｖｄ）が入力されている。差動増幅器１３は、非反転入力端子
に入力される信号と反転入力端子に入力される信号との差信号をトランジスタ２１ａのベ
ースに出力する。
　これにより、スイッチング・レギュレータ２０の出力端子（アンプの入力端子Ｄ）の電
圧Ｖｄは、音信号Ｖｉｎの正相成分の振幅に基準電圧Ｖ１を加算した値に対応する値に制
御される。
　ここで、アンプからスピーカ１４８に出力される音駆動信号Ｖａの振幅は、差動増幅器
１３によって、音信号Ｖｉｎの振幅に対応する値に制御されている。
　したがって、スイッチング・レギュレータ２０ａによって、アンプの入力端子Ｄと出力
端子Ａの間、すなわち、トランジスタ１１のコレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥが基準電
圧Ｖ１に制御されている。
【００１２】
　スイッチング・レギュレータ２０ｂは、スイッチング・レギュレータ２０の出力端子（
アンプの入力端子Ｅ）の電圧Ｖｅを、音信号Ｖｉｎの逆相成分（負の成分）に基準電圧－
Ｖ１を加算した値に対応する値に制御する点が相違するだけで、基本的な構成はスイッチ
ング・レギュレータ２０ａと同じである。
　したがって、スイッチング・レギュレータ２０ｂによって、アンプの入力端子Ｅと出力
端子Ａの間、すなわち、トランジスタ１２のコレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥが基準電
圧Ｖ１に制御されている。
【００１３】
　なお、スイッチング・レギュレータ２０ａ、２０ｂのスイッチングによるスイッチング
ノイズが入力端子Ｄ及びＥを介して入力される。
　しかしながら、本実施の形態では、スイッチング・レギュレータ２０ａ、２０ｂのスイ
ッチング周波数を音の周波数より十分に高い周波数に設定している。また、入力端子Ｄ及
びＥに入力されたスイッチングノイズは、トランジスタ１１及び１２のコレクタ－エミッ
タ間で減衰される。
　したがって、スピーカ配線に混入されるスイッチングノイズを、Ｄ級アンプに比べて格
段に減少させることができる。
　また、本実施の形態では、スイッチング・レギュレータ２０ａ、２０ｂの差動増幅器２
５ａ、２５ｂは、音信号Ｖｉｎ、すなわち、アンプの入力信号に基づいて入力端子Ｄ、Ｅ
の電圧を制御している。
　この場合、増幅器や半波整流回路等によって、スイッチング・レギュレータ２０ａ、２
０ｂによる制御が差動増幅器１３による制御より遅れる。そこで、本実施の形態では、ス
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イッチング・レギュレータ２０ａ、２０ｂの制御遅れ時間に対応する遅延時間を有する遅
延回路１５を差動増幅器１３の非反転入力端子側に設けている。
【００１４】
　本実施の形態の、アンプからスピーカ１４８に出力される音駆動信号Ｖａの波形を図３
に示す。
　図３に示すように、音駆動信号Ｖａは、音信号Ｖｉｎの波形に対応する波形を有してい
る。
　また、アンプの入力端子Ｄの電圧Ｖｄ及び入力端子Ｅの電圧Ｖｅと音駆動信号Ｖａの振
幅の差ＶＣＥが一定の値に制御されている。
　これにより、トランジスタ１１及び１２の損失を、Ｂ級アンプの損失に比べて減少させ
ることができる。
【００１５】
　第１の実施の形態の音駆動装置では、スイッチング・レギュレータ２０ａ、２０ｂは、
音信号Ｖｉｎ、すなわち、アンプの入力信号の振幅に応じて、アンプの入力端子Ｄ、Ｅの
電圧Ｖｄ、Ｖｅを制御している。ここで、アンプの出力端子Ａから出力される音駆動信号
Ｖａの振幅は、音信号Ｖｉｎの振幅に対応する値に制御されている。したがって、アンプ
から出力される音駆動信号Ｖａの振幅に応じて、アンプの入力端子Ｄ、Ｅの電圧Ｖｄ、Ｖ
ｅを制御するように構成することもできる。
　この場合、第１の実施の形態で設けている、スイッチング・レギュレータ２０ａ、２０
ｂの制御遅れを補償するための遅延回路１５が不要となる。
　アンプから出力される音駆動信号に基づいてアンプに入力される電源の電圧を制御する
、音駆動装置の第２の実施の形態を図４に示す。
　本実施の形態では、第１の実施の形態と同様に、２個のトランジスタ（ＮＰＮトランジ
スタ３１とＰＮＰトランジスタ３２）をプッシュプル接続したアンプを用いている。
　また、本実施の形態では、トランジスタ３１、３２、差動増幅器３３、抵抗３４ａ、３
４ｂによってアンプが構成されている。
　また、第１の実施の形態と同様に、差動増幅器３３によって、アンプの出力端子Ａから
、音信号Ｖｉｎの波形に対応する波形を有する音駆動信号Ｖａがスピーカ１４８に出力さ
れる。
【００１６】
　スイッチング・レギュレータ４０ａは、トランジスタ４１ａ（スイッチング素子）、フ
ライホイールダイオード４２ａ、コイル４３ａ、コンデンサ４４ａ、差動増幅器４５ａ、
基準電圧源等により構成されている。
　差動増幅器４５ａの非反転入力端子には、アンプの出力端子Ａに出力される音駆動信号
Ｖａに基準電圧Ｖ３とＶ２を加算した値が入力されている。また、差動増幅器４５ａの反
転入力端子には、スイッチング・レギュレータ４０ａの出力端子（アンプの入力端子Ｄ）
の電圧Ｖｄが入力されている。差動増幅器４５ａは、非反転入力端子に入力される信号と
反転入力端子に入力される信号との差信号をトランジスタ４１ａのベースに出力する。
　これにより、スイッチング・レギュレータ４０ａの出力端子（アンプの入力端子Ｄ）の
電圧Ｖｄは、音駆動信号Ｖａの振幅に基準電圧Ｖ２とＶ３を加算した値に対応する値に制
御される。
　したがって、第１の実施の形態と同様に、スイッチング・レギュレータ４０ａによって
、アンプの入力端子Ｄと出力端子Ａの間、すなわち、トランジスタ３１のコレクタ－エミ
ッタ間の電圧ＶＣＥが基準電圧（Ｖ２＋Ｖ３）に制御される。
　スイッチング・レギュレータ４０ｂは、スイッチング・レギュレータ４０ａが、音駆動
信号Ｖａの振幅が正の時にトランジスタ３１のコレクタ－エミッタ間電圧ＶＣＥを基準電
圧（Ｖ２＋Ｖ３）に制御するのに対し、音駆動信号Ｖａの振幅が負の時にトランジスタ３
２のコレクタ－エミッタ間電圧ＶＣＥを基準電圧（Ｖ２＋Ｖ３）に制御する点が相違する
だけで、基本的な構成はスイッチング・レギュレータ４０ａと同じである。
【００１７】



(8) JP 4457387 B2 2010.4.28

10

20

30

40

50

　なお、アンプの出力信号（音信号Ｖｉｎに対応する波形を有する音駆動信号Ｖａ）に基
づいてスイッチング・レギュレータを制御する場合には、アンプの入力信号（音信号Ｖｉ
ｎ）に基づいてスイッチング・レギュレータを制御する第１の実施の形態の遅延回路１５
を設ける必要はない。
　しかしながら、音駆動信号Ｖａの振幅が急激に変化した場合には、スイッチング・レギ
ュレータ４０、４０ｂ自体の応答遅れによって、トランジスタ３１、３２のコレクタ－エ
ミッタ間電圧ＶＣＥが低下し、トランジスタ３１、３２が飽和する可能性がある。
　そこで、本実施の形態では、トランジスタ３１、３２が飽和するのを防止するために、
コレクタ－エミッタ間電圧ＶＣＥが設定値以下に低下するのを防止するクランプ回路を設
けている。本実施の形態では、一方向のみに電流を出力する片極性のオペアンプ３５ａ、
３５ｂにより構成される正側のクランプ回路と、負側のクランプ回路を設けている。
　オペアンプ３５ａの非反転入力端子には、音駆動信号Ｖａの振幅に基準電圧Ｖ３を加算
した信号が入力されている。また、オペアンプ３５ａの反転入力端子には、スイッチング
・レギュレータ４０ａの出力端子（アンプの入力端子Ｄ）の電圧Ｖｄが入力されている。
　これにより、オペアンプ３５ａは、スイッチング・レギュレータ４０ａの出力端子Ｄの
電圧Ｖｄが音駆動信号Ｖａに基準電圧Ｖ３を加算した値より低下すると、端子Ｄに電流を
供給し、端子Ｄの電圧Ｖｄが低下するのを防止する。なお、スイッチング・レギュレータ
４０ａの出力端子Ｄの電圧Ｖｄが音駆動信号Ｖａに基準電圧Ｖ３を加算した値より大きい
時には、クランプ回路は作動しない。
　なお、負側クランプ回路を構成するオペアンプ３５ｂは、端子Ｅから電流が流入するよ
うに動作する。
【００１８】
　第１及び第２の実施の形態では、２個の出力素子をプッシュプル接続したプッシュプル
構成のアンプを用いたが、４個の出力素子をブリッジ状に接続したＢＴＬ構成のアンプを
用いることもできる。ＢＴＬ構成のアンプは、プッシュプル構成のアンプに比べて出力電
力が増加し、また、単一の電源を用いることができる。
　ＢＴＬ構成のアンプを用いた、音駆動装置の第３の実施の形態を図５に示す。
　本実施の形態では、電源端子（入力端子）Ｄ１とＥ１及びＤ２とＥ２の間に、異なる種
類の２個のトランジスタ（ＮＰＮトランジスタ５１とＰＮＰトランジスタ５２、ＮＰＮト
ランジスタ５３とＰＮＰトランジスタ５４）を直列に接続するとともに、各直列回路を並
列に接続し、各直列回路の接続点（出力端子Ａ、Ｂ）間にスピーカ１４８を接続すること
によって、４個のトランジスタ５１～５４をブリッジ状に接続している。
　トランジスタ５１と５２のベース（制御信号入力端子）には、増幅器（正相増幅器）５
５ａの出力端子が接続され、トランジスタ５３と５４のベース（制御信号入力端子）には
、反転増幅器（逆相増幅器）５５ｂの出力端子が接続されている。
　増幅器５５ａ及び反転増幅器５５ｂには、音源ＩＣ１４６から出力される音信号Ｖｉｎ
が入力されている。これにより、音信号Ｖｉｎが正の時にはトランジスタ５１と５４が動
作し、音信号Ｖｉｎが負の時にはトランジスタ５３と５２が動作する。したがって、アン
プの出力端子ＡとＢの間に接続されているスピーカ１４８には、音信号Ｖｉｎの波形に対
応する波形を有する音駆動信号［Ｖａ－Ｖｂ］が出力される。
　本実施の形態では、トランジスタ５１～５４、増幅器５５ａ、反転増幅器５５ｂによっ
てアンプが構成されている。
【００１９】
　また、本実施の形態では、トランジスタ５１～５４のコレクタ－エミッタ間電圧ＶＣＥ

が基準電圧となるように、トランジスタ５１～５４それぞれの入力端子Ｄ１、Ｄ２、Ｅ１
、Ｅ２に入力される電源の電圧を制御するスイッチング・レギュレータ５６ａ～５６ｄが
トランジスタ５１～５４毎に設けている。
　スイッチング・レギュレータ５６ａ～５６ｄとしては、図４に示したスイッチング・レ
ギュレータ４０ａ、４０ｂと同様の構成のスイッチング・レギュレータを用いることがで
きる。
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　また、図示は省略しているが、図４に示した正側のクランプ回路と逆側のクランプ回路
と同様のクランプ回路が設けられている。
【００２０】
　第３の実施の形態では、アンプの出力素子毎にスイッチング・レギュレータを設けたが
、複数の出力素子に対して共通のスイッチング・レギュレータを設けることもできる。
　電源Ｖｃｃ側の出力素子に対応するスイッチング・レギュレータと接地側の出力素子に
対応するスイッチング・レギュレータを設けた、音駆動装置の第４の実施の形態を図６に
示す。
　本実施の形態では、電源Ｖｃｃ側のトランジスタ６１と６２が接続されている、電源Ｖ
ｃｃ側の入力端子Ｄと電源Ｖｃｃとの間に電源側のスイッチング・レギュレータ６６ａを
設けるとともに、接地側のトランジスタ６２、６４が接続されている、接地側の入力端子
Ｅと接地との間に接地側のスイッチング・レギュレータ６６ｂを設けている。
　スイッチング・レギュレータ６６ａ、６６ｂとしては、図４に示したスイッチング・レ
ギュレータ４０ａ、４０ｂと同様の構成のスイッチング・レギュレータを用いることがで
きる。
　また、スイッチング・レギュレータ６６ａ、６６ｂの動作状態を制御するための高レベ
ル信号セレクタ（ＨＬＳ）６７ａ、低レベル信号セレクタ（ＬＬＳ）６７ｂが設けられて
いる。
【００２１】
　高レベル信号セレクタ６７ａは、出力端子Ａの音駆動信号Ｖａ（正相信号）と出力端子
Ｂの音駆動信号Ｖｂ（逆相信号）のうち、レベルが大きい方の音駆動信号を選択してスイ
ッチング・レギュレータ６６ａに出力する。これにより、スイッチング・レギュレータ６
６ａは、音信号Ｖｉｎの正相成分によりトランジスタ６１が動作する時には出力端子Ａ音
駆動信号Ｖａの振幅に基づいて、音信号Ｖｉｎの逆相成分によりトランジスタ６３が動作
する時には出力端子Ｂの音駆動信号Ｖｂの振幅に基づいて電源側端子Ｄの電圧Ｖｄを制御
する。
　また、低レベル信号セレクタ６７ｂは、出力端子Ａの音駆動信号Ｖａ（正相信号）と出
力端子Ｂの音駆動信号Ｖｂ（逆相信号）のうち、レベルが小さい方の音駆動信号を選択し
てスイッチング・レギュレータ６６ｂに出力する。これにより、スイッチング・レギュレ
ータ６６ｂは、音信号Ｖｉｎの正相成分によりトランジスタ６４が動作する時には出力端
子Ｂの音駆動信号Ｖｂの振幅に基づいて、音信号Ｖｉｎの逆相成分によりトランジスタ６
２が動作する時には出力端子Ａの音駆動信号Ｖａの振幅に基づいて接地側端子Ｅの電圧Ｖ
ｅを制御する。
　なお、図示は省略しているが、図４に示した正側のクランプ回路と逆側のクランプ回路
と同様のクランプ回路が設けられている。
【００２２】
　第３及び第４の実施の形態では、電源側の出力素子と接地側の出力素子を、音信号Ｖｉ
ｎの１８０度位相が異なる半波波形によって駆動することによって常に全波波形が出力さ
れるように構成した。しかしながら、出力端子に出力される波形を重ね合わせた場合に全
波波形が得られれば、スピーカから所望の音を発生させることができる。この場合には、
例えば、電源側の出力素子と接地側の出力素子を、音信号Ｖｉｎの１８０度位相が異なる
半波波形によって交互に駆動すればよく、また、駆動する出力素子に入力される電源の電
圧のみを制御すればよい。
　１個のスイッチング・レギュレータを用いた、音駆動装置の第５の実施の形態を図７に
示す。
　本実施の形態では、電源Ｖｃｃ側のトランジスタ７１と７３が接続されている、電源Ｖ
ｃｃ側の入力端子Ｄと電源Ｖｃｃとの間にスイッチング・レギュレータ７６を設けている
。
　スイッチング・レギュレータ７６としては、図４に示したスイッチング・レギュレータ
４０ａ、４０ｂと同様の構成のスイッチング・レギュレータを用いることができる。
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　また、図６で示した高レベル信号セレクタ回路６７ａと同様の高レベル信号セレクタ回
路７７が設けられている。これにより、スイッチング・レギュレータ７６は、出力端子Ａ
の音駆動信号Ｖａ（正相信号）あるいは出力端子Ｂの音駆動信号Ｖｂ（逆相信号）のうち
、振幅が大きい方の音駆動信号の振幅に基づいて電源側端子Ｄの電圧Ｖｄを制御する。
　また、図示は省略しているが、図４に示したクランプ回路と同様のクランプ回路が設け
られている。
【００２３】
　本実施の形態では、半波波形を重ね合わせることによって全波波形を形成している。こ
のため、半波波形を重ね合わせる際にクロスオーバ歪が発生する恐れがある。
　そこで、本実施の形態では、音信号Ｖｉｎを、非線形アンプ７５を介してトランジスタ
７１～７４に出力するように構成している。
　非線形アンプ７５は、図８に示すような入出力特性を有している。すなわち、入力され
る音信号Ｖｉｎの振幅がＶｉｎ０より大きい時には、音信号Ｖｉｎの振幅に増幅率Ｇを乗
算した振幅を有する出力信号Ｖｏｕｔを出力する。また、音信号Ｖｉｎの振幅がＶｉｎ０
以下で、－Ｖｉｎ０以上の時には、音信号Ｖｉｎの振幅に増幅率［Ｇ／２］を乗算した振
幅を有する出力信号Ｖｏｕｔを出力する。また、音信号Ｖｉｎの振幅が－Ｖｉｎ０より小
さい時には、略一定の振幅を有する出力信号Ｖｏｕｔを出力する。
　なお、非線形アンプ７５は、音信号Ｖｉｎの正相成分が入力される時（正相信号Ｖａ出
力時）には、トランジスタ７１及び７２のベース（制御信入力端子）側を正、トランジス
タ７３及び７４のベース（制御信号入力端子）側を負とし、音信号Ｖｉｎの逆相成分が入
力される時（逆相信号Ｖｂ出力時）には、トランジスタ７１及び７２のベース（制御信入
力端子）側を負、トランジスタ７３及び７４のベース（制御信号入力端子）側を正とする
。すなわち、正相信号Ｖａ出力時には、トランジスタ７１と７４が動作し、逆相信号Ｖｂ
出力時にはトランジスタ７３と７２が動作するように構成されている。
　これにより、非線形アンプ７５に音信号Ｖｉｎの正相成分（正の半波）が入力される場
合には、出力信号Ｖｏｕｔによって、トランジスタ７１が音信号Ｖｉｎの振幅に応じて駆
動され、トランジスタ７４が接地状態となり、一方、非線形アンプ７５に音信号Ｖｉｎの
逆相成分（負の半波）が入力される場合には、出力信号Ｖｏｕｔによって、トランジスタ
７３が音信号Ｖｉｎの振幅に応じて駆動され、トランジスタ７２が接地状態となる。
　本実施の形態の出力端子Ａの音駆動信号Ｖａ（正相信号）、出力端子Ｂの音駆動信号Ｖ
ｂ（逆相信号）の波形を図９に示す。図９に示すように、本実施の形態では、正相信号Ｖ
ａと逆相信号Ｖｂが、中点電圧の付近で重なるため、正相信号Ｖａと逆相信号Ｖｂを重ね
合わせた信号［Ｖａ－Ｖｂ］に含まれるクロスオーバ歪を抑制することができる。
【００２４】
　以上のように、本発明では、音発生装置を駆動する音駆動信号を出力するアンプ（音駆
動信号出力回路）の損失をＢ級アンプに比べて減少させることができる。これにより、ア
ンプからの発熱を低減することができ、放熱装置を削除あるいは小型化することができる
。したがって、音駆動装置を構成する回路が配設される基板を小型化することができる。
　また、アンプの損失が低減することによって、アンプに供給する電力を低減することが
できる。これにより、電源回路の容量を低減することができ、電源回路での損失、したが
って、電源回路の発熱量を低減することができる。
　特に、本発明では、アンプの消費電力を電源回路と電圧変換回路によって分担している
。このため、アンプの全消費電力を電源回路で負担する場合に比べて、電源回路での損失
、したがって、電源回路での損失による発熱量を低減することができる。例えば、消費電
力が３１Ｗのスピーカに、損失が１５ＷのＢ級アンプを介して、効率８８％の電源回路か
ら電力を供給する場合、電源回路での損失は６Ｗである。一方、本願発明では、アンプの
損失が１０Ｗであり、効率が８８％の電源回路での損失は４．９Ｗに減少する。
　さらに、電源回路が配設されている電源基板は、各電気回路に電源を供給するため、遊
技機が遊技店に配置された状態において、鉛直方向下部に位置するように遊技機に取り付
けられているのが好ましい。ここで、電源基板が鉛直方向下部に配置されていると、電源
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基板から発生する熱が上方に伝達され、電源基板より上部に配置されている他の電気回路
への熱による影響を考慮する必要がある。このため、電源基板からの発熱量が多いと、各
基板の配置位置を工夫したり、放熱装置を設ける必要がある。本発明では、電源基板から
の発熱量を低減することができるため、電源基板から発生する熱による影響をそれほど考
慮する必要がない。これにより、電源基板を鉛直方向下部に容易に配置することができる
。
【００２５】
　前述した音駆動装置を用いることにより、電源基板及び制御装置からの発熱量を低減す
ることができる。
　しかしながら、電源基板からの発熱量による温度上昇の問題が完全に解消されたわけで
はない。このため、電源基板で発生した熱を放熱する技術と組み合わせて用いることによ
り、電源基板からの発熱量による温度上昇をより効果的に防止することができる。
　次に、本発明の放熱技術について図１０～１３を参照して説明する。以下では、パチン
コ機として構成した実施の形態について説明する。
　なお、図１０は、パチンコ機を裏側から見た図である。図１１は、後面カバー、賞球制
御基板ボックス、主制御基板ボックス、副制御基板ボックスを取り外した状態で、パチン
コ機を裏側から見た図である。図１２は、図１０のＸＩＩ－ＸＩＩ線断面図である。図１
３は、保護カバー、主制御基板ボックス、副制御基板ボックスを取り外した状態で、遊技
盤を後側から見た図である。
　また、説明の便宜上、パチンコ機に対して遊技者側を「前」、反対側を「後」という。
　通常、パチンコ機２００は、外枠２０１と、本体枠２０３と、遊技盤２９０（図１３参
照）を主体として構成されている。本体枠２０３は、ヒンジを介して外枠２０１に回動可
能に取り付けられている。遊技盤２９０は、本体枠２０３に、前方から嵌め込まれた状態
で取り付けられる。
　なお、遊技機の後側には、上方に、表示制御基板ボックス２６０、副制御基板ボックス
２４０、主制御基板ボックス２３０、下方に、賞球制御基板ボックス２２０、電源基板ボ
ックス２１０が配置されている。
【００２６】
　電源基板１１０には放熱フィン２１１ａを有する放熱部材２１１が取り付けられている
。放熱フィン２１１ａは、平行に、隣接する放熱フィン２１１ａの間に空間が形成される
ように設けられている。また、電源基板１１０は、放熱部材２１１ａが露出した状態で、
電源基板ボックス２１０に収容されている。
　そして、電源基板ボックス２１０は、図１１、図１２に示すように、遊技機の後側の下
部に、放熱フィン２１１ａが鉛直方向（上位下方向）に配置されるように、取付板２０５
を介して本体枠２０３に取り付けられる。この時、後側から見て、電源基板ボックス２１
０の右隣には、球通路構成部材２７０が配設されている。
　これにより、放熱フィン２１１ａからの放熱によって熱せられた空気は、放熱フィン２
１１ａに沿って上方へ流れる。これにともない、冷たい空気が、放熱フィン２１１ａの下
端側に導入される。
　そして、電源基板ボックス２１０の後面に、電源基板ボックス２１１と球通路構成部材
２７０に跨って、賞球制御基板１２０を収納した賞球制御基板ボックス２２０が取り付け
られる。
【００２７】
　電源基板ボックス２１０が取付板２０５に取り付けられた状態では、遊技板装着用開口
部の周縁部後側に設けられる補強枠部のうち、遊技板装着用開口部の下縁部に設けられる
下縁側の補強枠部２０７が電源基板ボックス２１０の上方に配置される。補強枠部２０７
は、本体枠２０３の下縁部に沿って左右方向（遊技機の横幅方向）に水平に配置されてい
ると共に、本体枠２０３の後側に所定長さで突出している。
　下縁側の補強部材２０７が、本発明の「本体枠構成部材」に対応する。
　これにより、電源基板ボックス２１０の上方には、所定高さの流出空間２０８が形成さ
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れている。
　また、電源基板ボックス２１０及び放熱フィン２１１ａは、その周囲を、取付板２０５
、賞球制御基板ボックス２２０、球通路構成部材２７０、補強枠部２０７によって取り囲
まれているため、放熱スペースを確保するのが困難である。
　そこで、本実施の形態では、放熱フィン２１１ａからの放熱によって熱せられた空気を
さらに上方に流すために、下縁側の補強部材２０７に、上下方向に貫通する多数の放熱孔
（スリット）２０７ａを形成している。
　この放熱孔２０７ａが、本発明の「本体枠構成部材に形成されている通路」に対応する
。
【００２８】
　下縁側の補強部材２０７の上方には、本体枠２０３に取り付けられた遊技盤２９０が配
設されている。
　遊技盤２９０は、図１３に示すように、方形状に形成された木製の遊技板（パネル）２
９１を有している。遊技板２９１の前面側には、遊技領域内に、釘、始動口、役物装置等
の各種機器が配設されている。
　また、遊技板２９１の後面には、主制御基板１３０を収納した主制御基板ボックス２３
０、副制御基板１４０を収納した副制御基板ボックス２４０、表示制御基板１６０が収納
された表示制御基板ボックス２６０が取り付けられる。
　ここで、主制御基板ボックス２３０と副制御基板ボックス２４０を遊技板２９１に直接
に取り付けると、下縁側の補強部材２０７の放熱孔２０７ａを介して上方へ流れてきた空
気の流れが妨げられてしまう。
　そこで、本実施の形態では、遊技板２９１の後面に第１の基板ボックス装着台２９２と
第２の基板ボックス装着台２９３を設けている。
　そして、第1の基板ボックス装着台２９２に、主制御基板ボックス２３０と副制御基板
ボックス２４０を、パチンコ機２００の後側から見て、主制御基板ボックス２３０が副制
御基板ボックス２４０より後側（手前側）となるように前後方向に重ねた状態で装着する
。また、パチンコ機２００の後側から見て、前側に装着される副制御基板ボックス２４０
を、遊技板２９１の後面から浮いた状態（所定の距離をおいて配置された状態）となるよ
うに配置し、副制御基板ボックス２４０の前面と遊技板２９１の後面との間に放熱空間２
９６を形成するように構成している。
　第２の基板ボックス装着台２９３には、表示制御基板１６０が収納された表示制御基板
ボックス２６０が、遊技板２９１と適宜の間隔をおいて装着される。
　第１の基板ボックス装着台２９２が、本発明の「組付け部材」に対応する。
【００２９】
　第１基板ボックス装着台２９２は、図１２に示すように、本体枠２０３の下縁側の補強
部材２０７の上方において水平状に配置される平板部２９２ａを有している。この平板部
２９２ａの前側と後側には、それぞれ上下方向に貫通する複数の放熱孔（スリット）２９
２ｂが形成されている。
　これにより、下縁側の補強部材２０７の放熱孔２０７ａを介して上方に流れてきた空気
が、平板部２９２ａに形成されている放熱孔２９２ｂを介して放熱空間２９６に流れ込む
ように構成されている。
　なお、平板部２９２ａを遊技板２９１の下端よりも上方に配置することにより、平板部
２９２ａと下縁側の補強部材２０７との間に所定高さの中継空間２９５を形成している。
これにより、流出空間２０８から下縁側の補強部材２０７の放熱孔２０７ａを介して中継
空間部に流れた空気が平板部２９２ａの放熱孔２９２ｂへ流れ易くなっている。
【００３０】
　また、放熱空間２９６の上方には、表示制御基板ボックス２６０が第２基板ボックス装
着台２９３を介して、遊技板２９１の後面と適宜の間隙を置いて取り付けられている。更
に、表示制御基板ボックス２６０、その後面に配置される保護カバー２８０によって覆わ
れている。
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　このため、遊技板２９１の放熱空間２９６へと流れた空気は、遊技板２９１の後面と表
示制御基板ボックス２６０との間に存在する空隙、あるいは表示制御基板ボックス２６０
と保護カバー２８０との間に存在する空隙を通って更に上方へと流れる。
　そして保護カバー２８０の後面、側面あるいは上面に形成された放熱孔２８０ａから外
部へ排出される。
【００３１】
　なお、図１２に示すように、電源基板ボックス２１０の上方の流出空間２０８は、払出
制御基板ボックス２２０の上面と副制御基板ボックス２４０の下面との間に形成された間
隙２０９に通じている。
　このため、放熱フィン２１１ａから放出された熱で熱せられた空気の一部は、間隙２０
９を通ってもパチンコ機２００の外部（後方）へ排出される。
【００３２】
　また、電源基板ボックス２１０の放熱フィン２１１ａの下端部側は、球通路構成部材２
７０に形成されたアウト球排出口２０４ｃを介してパチンコ機２００の下方空間に連通す
る構成とされている。
　図１２に示すように、球通路構成部材２７０にはアウト球排出通路２０４が形成されて
いる。アウト球排出通路２０４は、上下方向に延びる上部通路部分２０４ａと、パチンコ
機２００の後側から見て放熱フィン２１１ａの下方を通って手前側（後側）に所定長さで
延びる下部通路部分２０４ｂを有する。
　アウト球排出通路２０４の下部通路部分２０４ｂは、上面側が開放された樋状に形成さ
れるとともに、底面が手前側に向かって下り傾斜面に形成されており、延出端である後端
部の底面にアウト球排出口２０４ｃが形成されている。
　これら下部通路部分２０４ｂの樋状の開放部およびアウト球排出口２０４ｃは、放熱フ
ィン２１１ａの直下に位置されている。
【００３３】
　本実施の形態では、アウト球排出通路２０４の下部通路部分２０４ｂを、上面側が開放
された樋状に形成するとともに、後端部の底面にアウト球排出口２０４ｃを形成し、これ
らを放熱フィン２１１ａの直下に位置させることによって、上下方向に貫通する通風路を
構成し、放熱フィン２１１ａの下端部側を本体枠２０３の後面側の下方空間に連通させて
いる。
　また、放熱フィン２１１ａの下端部側は、下部通路部分２０４ｂの後端面と払出制御基
板ボックス２２０の前面との間の間隙２０６を介して本体枠２０３の後面側の下方空間に
連通される。
　これにより、放熱フィン２１１ａの下方には、当該放熱フィン２１１ａに向かって空気
が流れ込むための流路が確保されている。
【００３４】
　以上のように、本実施の形態では、放熱フィン２１１ａの上方と下方にそれぞれ空気が
通るための通路を形成し通気性を高めている。このため、放熱フィン２１１ａの放熱作用
によって熱せられて上方へ流れた空気は、上方の流出空間２０８、下縁側補強枠部２０７
の放熱孔２０７ａ、中継空間部２９５、第１の基板ボックス装着台２９２の平板部２９２
ａの放熱孔２９２ｂを通って遊技板２９１の後面へと流れた後、放熱空間２９６を通じて
保護カバー２８０の放熱孔２８０ａからパチンコ機２００の外部へと排出される。これに
伴い放熱フィン２１１ａの下端部側には、アウト球排出口２０４ｃ、あるいはアウト球排
出口２０４ｂと払出制御基板ボックス２２０との間の間隙２０６を通って空気が流入する
。一方、放熱フィン２１１ａは、鉛直方向に延びており、隣接する放熱フィン２１１ａ間
の空間が空気の流路を構成する。このことから、円滑にして効率のよい空気の流れが形成
されることとなり、放熱フィン２１１ａの放熱効果を向上することができる。
【００３５】
　本実施の形態によれば、電源基板ボックス２１０の放熱の通気性を確保することによっ
て放熱効果を向上できる結果、本体枠２０３に装着される払出制御基板ボックス２２０と
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電源基板ボックス２１０のうち、表面が視認されなくても問題の無い電源基板ボックス２
１０については、これを奥側に配置することができ、一方、不正行為の的になり易い払出
制御基板ボックス２２０については、表面が視認できるようにパチンコ機２００の後側か
ら見て手前側に配置することによって、制御基板の改造、交換といった不正行為を抑制で
きる。また２つの基板ボックスを少ないスペースで本体枠２０３の後面に合理的に配置す
ることが可能となる。
【００３６】
　また本実施の形態では、放熱フィン２１１ａの下方に位置する下部通路部分２０４ｃを
上面が開放された樋状に形成するとともに、下部通路部分２０４ｂの底面にアウト球排出
口２０４ｃを開口することで、上下に貫通する空気の通風路を構成している。これにより
、アウト球排出通路２０４に、アウト球排出機能を損なうことなく、放熱フィン２１１ａ
の下端部に対する空気の通風機能を付与することができる。その結果、放熱フィン２１１
ａの下方スペースを空きスペースにする必要がなくなり、本体枠２０３の後面スペースを
有効に活用することができる。
【００３７】
　本発明は、実施の形態で説明した構成に限定されず、種々の変更、追加、削除が可能で
ある。
　例えば、音制御装置を副制御基板に配設する遊技機に場合について説明したが、本発明
は、音制御装置を音制御基板に配設する遊技機として構成することもできる。
　また、アンプの出力素子としては、トランジスタに限定されず、ＦＥＴ等の電力増幅半
導体素子や、他の増幅素子を用いることができる。
　また、電圧制御回路は、スイッチングレギュレータに限定されない。
　また、パチンコ機について説明したが、本発明は、パチンコ機以外の、例えばスロット
機、アレンジボール機、パチンコ球を使用してスロット遊技を行う遊技機等、その他の遊
技機に適用することができる。
【００３８】
　本発明は、以下のように構成することができる。
　例えば、「（態様１）音発生装置と、電源装置と、前記電源装置から出力される電源及
び遊技状態に応じた信号が入力され、入力された信号に対応する音を前記音発生装置から
発生させるための音駆動信号を出力する制御装置と、前記電源装置が配設される電源基板
と、前記制御装置が配設される制御基板を備える遊技機であって、前記制御装置は、前記
入力された信号に対応する音制御信号を出力する制御回路と、前記制御回路から出力され
る音制御信号に対応する音信号を出力する音信号出力回路と、前記電源装置から出力され
る電源が入力され、前記音信号出力回路から出力される音信号に対応する電圧を有する電
源を出力する電圧制御回路と、前記電圧制御回路から出力される電源が入力され、前記音
信号に対応する音駆動信号を出力する音駆動信号出力回路を有している、ことを特徴とす
る遊技機。」として構成することができる。
　態様１の遊技機は、音発生装置と、電源装置と、入力された信号に対応する音駆動信号
を出力する制御装置と、電源装置が配設される電源基板と、制御装置が配設される制御基
板を備えている。
　制御装置は、入力された信号に対応する音制御信号を出力する制御回路と、制御回路か
ら出力される音制御信号に対応する音信号を出力する音信号出力回路と、電源装置から出
力される電源が入力され、音信号出力回路から出力される音信号に対応する電圧を有する
電源を出力する電圧制御回路と、電圧制御回路から出力される電源が入力され、音信号に
対応する音駆動信号を出力する音駆動信号出力回路を有している。
　「制御回路」としては、例えば、主制御回路から出力される主コマンド信号（遊技状態
に対応する信号）が入力され、主コマンド信号に対応する音制御信号を出力する副制御回
路や音制御回路が用いられる。
　態様１の遊技機を用いれば、請求項１に記載の遊技機と同様の効果を達成することがで
きる。
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【００３９】
　また、「（態様２）請求項１または態様１の遊技機であって、前記電圧制御回路は、ス
イッチング・レギュレータである、ことを特徴とする遊技機。」として構成することがで
きる。
　態様２の遊技機では、電圧制御回路としてスイッチング・レギュレータを用いている。
　スイッチング。レギュレータとしては、種々の構成のスイッチング・レギュレータを用
いることできる。
　態様２の遊技機を用いれば、高速で電圧制御を行うことができる。
【００４０】
　また、「（態様３）請求項１、態様１または２のいずれかの遊技機であって、前記電圧
制御回路は、前記音駆動信号出力回路の出力素子の両端電圧を設定電圧とする電圧を有す
る電源を出力する、ことを特徴とする遊技機。」として構成することができる。
　態様３の遊技機では、電圧制御回路は、音駆動信号出力回路の出力素子の両端電圧が設
定電圧となる電圧を有する電源を出力する。
　態様３の遊技機を用いれば、音駆動信号出力回路の損失を効果的に低減することができ
おる。
【００４１】
　また、「（態様４）態様１～３のいずれかの遊技機であって、前記電圧制御回路は、前
記音駆動信号出力回路から出力される音駆動信号に対応する電圧を有する電源を出力する
、
ことを特徴とする遊技機。」として構成することができる。
　態様４の遊技機では、電圧制御回路は、音駆動信号出力回路から出力される音駆動信号
に基づいて電圧を制御する。
　態様４の遊技機を用いれば、電圧制御の応答特性を高めることができる。
【００４２】
　また、「（態様５）請求項１、態様１～４のいずれかの遊技機であって、光を発生する
光発生装置を備え、前記制御回路は、前記入力された信号に対応する光制御信号を出力し
、前記制御装置は、前記電源装置から出力される電源が入力され、前記制御回路から出力
される光制御信号に基づいて、前記光発生装置から光を発生させるための光駆動信号を出
力する光駆動信号出力回路を有している、ことを特徴とする遊技機。」として構成するこ
とができる。
　態様５の遊技機では、光発生装置を備え、駆動回路は、入力された信号に対応する光制
御信号を出力し、制御装置は、光制御信号に基づいて光駆動信号を出力する。
　態様５の遊技機を用いれば、音制御装置と光制御装置を構成する回路を共通の副制御基
板に配設する際に、発熱やノイズに対する対策を講ずる必要がないため、副制御基板を小
型化することができる。
　近年、制御基板の数を低減するために、音制御装置と光制御装置を共通の副制御基板に
配設することが要望されている。また、副制御基板として、高価な多層構造の制御基板の
使用が要望されている。態様５の遊技機を用いることにより、このような要望に十分対応
することができる。
【００４３】
　また、「（態様６）請求項１、態様１～５のいずれかの遊技機であって、前記電源基板
及び前記制御基板は、遊技機の後側に配置されるとともに、前記制御基板は、組み付け部
材によって、前記電源基板より上方の位置に配置され、前記組付け部材には、前記電源基
板から放出された熱で熱せられて上方へ流れた空気を通す通路が形成されている、ことを
特徴とする遊技機。」として構成することができる。
　態様６の遊技機は、制御基板と電源基板が遊技機の後側に配置される。そして、制御基
板は、組み付け部材によって電源基板の上方に配置されるとともに、組み付け部材には、
電源基板で熱せられた空気を上方に流す通路が形成されている。
　組み付け部材は、空気を通す通路が形成され、制御基板を電源基板の上方に配置するこ
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とができればよい。
　通路は、開口やスリット等、下方から流れてくる空気を上方に流すことができればよい
。
　態様６の遊技機を用いれば、風通しの悪い状況下に配置される電源基板からの放熱性を
向上させることができる。
【００４４】
　また、「（態様７）態様６の遊技機であって、前記電源基板と前記組付け部材との間に
は本体枠構成部材が配置されており、前記本体枠構成部材には、前記電源基板から放出さ
れた熱で熱せられて上方へ流れた空気を通す通路が形成されている、ことを特徴とする遊
技機。」として構成することができる。
　態様7の遊技機では、電源基板と組み付け部材との間に本体枠構成部材が配置されてい
る。そして、本体枠構成部材には、電源基板で熱せられた空気を上方に流す通路が形成さ
れている。
　本体枠構成部材は、本体枠を補強する板状の補強部材あるいは壁面等が対応する。
　態様７の遊技機を用いれば、電源基板の上方に補強部材等が配置されている場合でも、
電源基板からの放熱性を向上させることができる。
【００４５】
　また、「（態様８）態様６または７の遊技機であって、前記電源基板には放熱フィンが
設けられており、前記放熱フィンは、放熱フィンから放出された熱で過熱された空気を上
方に誘導するように構成されている、ことを特徴とする遊技機。」として構成することが
できる。
　態様８の遊技機では、電源基板には放熱フィンが設けられている。そして、放熱フィン
は、放熱フィンで熱せられた空気を上方に誘導するように構成されている。
　熱せられた空気を上方に誘導する方法としては、典型的には、隣接する放熱フィン間に
空間が形成されるように、放熱フィンを上下方向に平行に配置する方法が用いられる。放
熱フィンの上方に放熱空間あるいは放熱通路を配置するのが好ましい。
　態様８に記載の遊技機を用いれば、制御基板の熱を効率よく放出することができる。
【００４６】
　また、「（態様９）態様６～８のいずれかの遊技機であって、遊技機の後面を覆う保護
カバーが前記組付け部材の上方に配置されており、前記保護カバーの上部には、前記組付
け部材の通路を介して上方へ流れた空気を外部に排出する開口部が設けられている、こと
を特徴とする遊技機。」として構成することができる。
　態様９の遊技機では、組み付け部材の上方に保護カバーが設けられている。そして、保
護カバーの上部には、空気を外部に排出する開口部が設けられている。
　遊技機の後面を覆う保護カバーは、典型的には、表示制御基板を収容した表示制御基板
ボックスを覆う保護カバーが対応する。
　態様９の遊技機を用いれば、組み付け部材や本体枠構成部材を通った空気が、保護カバ
ーの上部の開口部から外部へ排出されるため、電源基板の放熱効率をより向上させること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】パチンコ機として構成した本発明の一実施の形態の概略構成図である。
【図２】音駆動装置の第１の実施の形態を示す図である。
【図３】図３の音駆動信号Ｖｏの波形を示す図である。
【図４】音駆動装置の第２の実施の形態を示す図である。
【図５】音駆動装置の第３の実施の形態を示す図である。
【図６】音駆動装置の第４の実施の形態を示す図である。
【図７】音駆動装置の第５の実施の形態を示す図である。
【図８】図８の非線形アンプの入出力特性を示す図である。
【図９】図８の音駆動信号Ｖｏの波形を示す図である。
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【図１０】パチンコ機を裏側から見た図である。
【図１１】後面カバー、払出制御基板ボックス、主制御基板ボックス、副制御基板ボック
スを取り外した状態で、パチンコ機を裏側から見た図である。
【図１２】図１０のＸＩＩ－ＸＩＩ線断面図である。
【図１３】保護カバー、主制御基板ボックス、副制御基板ボックスを取り外した状態で、
遊技盤を後側から見た図である。
【符号の説明】
【００４８】
Ｑ１１、Ｑ１２、Ｑ３１、Ｑ３２、Ｑ５１～Ｑ５４、Ｑ６１～Ｑ６４、Ｑ７１～Ｑ７４、
Ｑ２１０、Ｑ２０２　トランジスタ（出力素子）
２０ａ、２０ｂ、４０ａ、４０ｂ、５６ａ～５６ｄ、６６ａ、６６ｂ、８０　スイッチン
グ・レギュレータ
１３、２５ａ、２５ｂ、３３、４５ａ、４５ｂ、６７ａ、６７ｂ、７６、８５、２０３　
差動増幅器
３５ａ、３５ｂ　クランプ回路
２６ａ、２６ｂ、５５ａ、６５ａ　増幅器
５５ｂ、６５ｂ　反転増幅器
１１０　電源基板
１１１　電圧変換回路
１２０　賞球制御基板
１２５　賞球制御回路
１３０　主制御基板
１３５　主制御回路
１４０　副制御基板
１４４　電圧制御回路
１４５　副制御回路
１４６　音源ＩＣ
１４７　アンプ
１４８　スピーカ
１５１　ランプ駆動回路
１５２　ランプ
１６０　表示制御基板
１６５　表示制御回路
２００　パチンコ機
２０１　外枠
２０３　本体枠
２０４　アウト球排出通路
２０４ａ　上部通路部分
２０４ｂ　下部通路部分
２０４ｃ　アウト球排出口
２０５　取付板
２０７　下縁側の補強部材
２０７ａ、２９２ｂ　通路
２１０　電源基板ボックス
２１１　放熱部材
２１１ａ放熱フィン
２２０　賞球制御基板ボックス
２３０　主制御基板ボックス
２４０　副制御基板ボックス
２６０　表示制御基板ボックス
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２９０　遊技盤
２９１　遊技板
２９２　第１の基板ボックス装着台
２９３　第２の基板ボックス装着台
２８０　保護カバー
２８０ａ　放熱孔

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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